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MODISを用いた北海道の水田抽出

Introduction 

水図はアジアにおいて重要な食料供給原である。特に、米の生産量の約90%をアジアが占めそ

の面積を疋確に抽出することはま産量を推定するのに霊要な錆棟である。また、水田1ま地球温
暖化の原因の一つであるメヲンの発生原であり、水因分布を定量的に把握及び監御方法の確立

が国際的に勤務となっている．現在、国産の食料を支える農家の人の高齢化や耕作放棄地問題
など、農業の生産現場は危機的状況である．
日本では1973年から2004年にかけて第6回の自然環療保全基礎甥査を行った．膨大な費用や

時間を消費したが、2013年3月の時点で全国整備率は64%と低〈、地場によって植生現状の抱爆

ができないところもあった．また、調査する人の知援や経験によって違いが生じる可能性もある．
このような問題点を改善するため、従来の現場文は現地での伝統的なデ一世収集方法ではなく、
より効率的な手法の開発が必要となった。

リモートセンシング筏術は広い範囲を同時に均一な精度で観測できるため、土地被覆分類や土
地帯l用変化抽出に多〈用いられている.1970年代からLandsatやNOAA/AVHRRなどの衛星を用い
て農作地や森林など地琢環湧モ二台リングを行った.1980年代からリモートセンシングによる水田

の~視が獄みられた。また、従来に比ベ、探査する範囲が広〈、デ一世取得の速度が速いことか
ら地上の録件に制約されることが少ないため、機々な研究で用いられた．現在のところ衛星デー
舎を用いた水田の面積推定に関する研究は少なくない。しかし、気候的特徴と地形的特徴を併用
した研究は少ない。
本研究では、北海道の水図を嫡出するため、地形的な特徴（DEM）や気候的特徴（積算温度）と

分光的特徴（MODIS）を使用する．光学術皇デ－11はシーンの聞での雲による欠損の影響が大き
く、纏めて晴れたシーンを得ることは離しい．しかし、 DEMと積算温度を補助的に用いることで衛星

デー舎のみを利用した手法の問題点を解決できると考えられる。また、今回提案する手法を用い
た結果と環横省の植生図を比較して有効性を検討する。

Study area 
北海道は、自主面積の約2割に相当する広
大な面積を有している。
面積が広いため嫌々な値生が存在し、複雑
な森林の特徴を持っている．

森林帯は、針葉樹林を特徴とする亜撃帯、
低木林・ツンドラからなる寒帯で構成されて
いる。

縞物群の南下・北よの会合点ではあるこ
とから、亙寒帯針案樹林とill.帯広葉樹林が
モザイヲ状に存在したり、i昆交林内でも両樹
種がモザイウ状に混交するなど多様な植物
相が成立している。

事くの植生が混交しているため、土地利用
情報や土地被覆分類の把握が鍵しい。
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Methodology 
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overview of the analysis methods 

第1では気候的特徴を抽出した段階
アメダスの気温デー習を用いて、月平均温度が5。cを越える月の平均気温と5・cを引いた気温がE
の値である月を積算し、積算温度として求める。

第2では地形的特徴を抽出した段階
DEMで川を抽出する.JIIの標高をOmとし、その周辺の陸地標高を相対的に求める．その後日EM

ヂー舎で8つの方向の最少傾斜を求める。

第3では分光的特徴を抽出した段階
1と2から得られた結果に夏季の最大NDVIを入れ、市街地を取り除く。その後、 図植え時期のWater

Indexを用いて水図を抽出する。
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Conclusion 

The result 。fpaddy area Paddy area of land cover map 
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本研究では、気候・地形・分光的特徴を用いて北海道における水田分類図を作成し、環療省の
植生図と比較を行った．まず‘AMeDASの温度デ－1'を用いて積算温度を求めた。月平均温度が
5℃を越える月の平均気温から5℃を引いた，且度が正の恒である月を積算し、その値が630°以
上の領峨を水田可能織として推定した。その後、 USGSのDEMから最少傾斜及び相対標高を求め

た結県と積算温度を重ね合わせ‘水田可能蟻を抽出した。次に、水固として抽出された領繊に市
街地や畑などの領績が含まれていたため、分光約な特徴を用いて、市街地や畑を分類した．分
類された結果と現在環痩省が提供している植生図から水困を婚出した結果と比較を行った。そ
の結果、札幌や組川周辺では現存舗生図とほぼ一致いているのを確録した．しかし、帯広周辺
ではWarmIndexによる過大評価やWaterIndexによる過小評価されたことが明らかになった。

本研究で鑓案した手法は、地形的な特徴（DEM人気候的特徴（積算温度九分光的な特徴
(M0DIS)3つの要素を用いて水図抽出を行った．

Future wo『k

Warm Indexを広げて除かれた部分を修正し、抽出を行う
アメダスではなく衛星デー脅から温度を取り出しWarmIndexを計算する。

精度検柾を行い、鼠判断の原因を解析する
今回鍵案した手法で日本全体のスケールでの水田抽出し‘精度検証を行う
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